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研究成果の概要（和文）：本研究は、１．精神保健サービスで協働・共同創造がなされると何が起きるのか（共
同創造の効果）、２．協働・共同創造はどのような条件で促進あるいは阻害されるのか（共同創造の促進の関連
要因）、協働・共同創造のためにできる工夫を明らかにし、３．精神保健領域での共同創造のための提案をする
ことを目的としていた。
共同創造により提供される「リカバリーカレッジ」に参加したことにより受講者は、ポジティブな変化を感じて
いたことがわかった。そのような場であるリカバリーカレッジの運用に関わる者のインタビューから、共同創造
のためには、患者・支援者という立場ではなく、一人の人として知り合うことの重要性が見出された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to: 1. Determine what happens when collaboration and 
co-production occur in mental health services (effects of co-production). 2. Clarify under what 
conditions collaboration and co-production are promoted or inhibited (factors related to 
facilitating co-production) and what is helpful to facilitate collaboration and co-production. 3. 
Develop suggestions for co-production in the mental health field. 
We found that participants felt positive changes participating in the "Recovery College" offered 
through co-production. From interviews with those involved in operating such a place, the Recovery 
College, the importance of getting to know each other as a person rather than as a patient/care 
provider was crucial for co-production.

研究分野：精神保健看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療保健福祉は、これまで、医療者や専門職と呼ばれる人々が最善と考えるサービスを提供してきたものの、患
者・利用者のニーズや視点に合っていない医療となってしまっていることもあった。よいサービスを作り上げて
いくために患者・利用者の声は欠かすことができず、患者・利用者の視点や経験・知恵と医療者や専門職者の経
験や知識を出し合う「共同創造」が世界的に求められている。また、特に精神保健領域では、患者・利用者の声
が届きにくい構造が存在しており、共同創造の推進がますます求められる領域である。本研究では、主に精神保
健領域での共同創造をより進めていくための基礎となる研究を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
 患者のニーズに応える質の高いサービスを提供するには、患者の参加が不可欠であることが

世界的な共通認識となっている。「患者参加」にはさまざまな参加の程度や仕方が含まれるが、

中でもサービスの計画段階から提供まで、医療者と患者が、対等なパートナーとして共に関わる

「coproduction（コプロダクション）」（協働・共同創造）への関心が世界的に高まっている。例

えば英国の保健サービスでは、よりよいサービス提供のために協働・共同創造が推奨されており、

精神保健の領域においても、患者・利用者の人としてのリカバリーに資するサービスには協働・

共同創造が必須であるとされ、サービスの計画から提供までの段階全てに専門職者と当事者が

必ず関わる実践（たとえばリカバリーカレッジ）が急速に広まっている。 

専門職だけ、あるいは当事者だけの活動ではなく、共にサービスを作り上げる協働・共同創造

は、互いに相手の専門性、すなわち専門職としての訓練・教育を積んだ専門性と、生きた経験に

よる専門性を認め、それぞれの専門性を活かし合い、よりよいものを共に作り上げようとするも

のであり、日本でも関心が向けられはじめている。日本でも、従来の精神保健サービスに患者・

利用者と同じ経験を有するピアスタッフが雇用され、共にサービスを提供しようとする組織は

増えてきている。 

しかしながら、現時点の日本での患者参加は、サービス提供の一部分のみに患者・当事者が関

わる形も多く、真の協働が行き渡るには至っていない。おそらく、これまで専門職のみで行って

きたサービスの計画や提供を患者と共に行うことに、ほとんどの組織が慣れておらず、協働・共

同創造を具体的にどのようにするのかわからない、試してみたが時間がかかって進め方がわか

らない、協働・共同創造がなされることの具体的な恩恵を身近に見聞きしたり触れたりする機会

が少ないために、協働・共同創造を推進することにエネルギーを注げないといった状態であると

考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、精神保健領域での協働・共同創造を通じ、より患者・利用者のリカバリーに資する

精神保健サービスの提供が広がることを最終目標とする。この目標を目指し本研究では、１．精

神保健サービスにおいて協働・共同創造がなされると何が起きるのか（協働・共同創造の効果）、

２．協働・共同創造はどのような条件で促進あるいは阻害されるのか（協働・共同創造の促進の

関連要因）、協働・共同創造のためにできる工夫は何か、明らかにし、３．精神保健領域での協

働・共同創造のための提案を作成することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 

 本研究は、文献レビューと協働・協働創造の実践組織での調査を行った。 

（１）文献レビュー 

 保健医療サービス領域における協働・共同創造について文献レビューを行う。文献レビュー

では、保健医療サービス領域における協働・共同創造について、①協働・共同創造の方法、効果、

影響因子などを概観し、②精神保健領域の協働・共同創造の調査、考察をするにあたって必要と

なる問いを抽出した。 



（２）協働・協働創造の実践組織での調査 

協働・共同創造に取り組み、実践されている国内外の組織を訪問し、協働・共同創造を掲げ実

践している組織の観察、共同創造により運営されている組織によって提供されるプログラムに

参加した者への聞き取り、共同創造に参加した経験のある者へのインタビュー調査を実施しデ

ータを収集することを予定していた。 

しかしながら、本研究は、2020 年より COVID-19 の感染拡大が起きたために、協働・共同創

造の取組を行っている組織として訪問を予定していたリカバリーカレッジで活動の休止が相次

いだ。また、日本国内の移動や海外渡航が困難になるなどがあり、組織訪問や観察調査は困難と

なった。このため、本研究は、オンライン開催となったリカバリーカレッジに関わった者へのイ

ンタビューへと、研究期間の途中で研究方法を変更した。 

観察と面接調査での問いは、①協働・共同創造はどのようになされているか、②協働・共同創

造したことで何が起きたか？③協働・共同創造の促進に影響を与える因子（促進要因、阻害要因）

は？促進するための工夫や困難は？であった。 

 

 
４．研究成果 
 

協働・共同創造は、途中でメンバーの出入りなどもありながら、行われていた。協働・共同創

造に参加した者は、協働・共同創造に参加したことにより、それまでとは違う視野を得たことを

語っていた。たとえば、医療を利用した経験のある者は、医療者はなんでもできると思っていた

けれど医療者にも苦手なことがあることがわかった、など、共に協働・共同創造する者と接し、

共に活動する中でそれまでとは違う見え方が生まれたことを語っていた。共同創造のためには、

患者・支援者という立場ではなく、一人の人として知り合うことの重要性が見出された。 
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